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今回のご説明

進捗の共有
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むつ市の多様な学びの場の位置付け

学びの多様化学校への転入学の流れ

校名案
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進捗状況の共有

Topic 1
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進捗

入学説明会実施（5/1）

校舎見学会・体験会（5/11通知）

学校名・愛称公募（～4/30）

学校指定願の届出（2/24）

こども夢育成基金のお知らせ（4/11）

市民説明会の実施（2/24）

奥内地区への説明（3/8、5/8）

学校設置事業に係る補助金内定

学校教育課所管

改修工事に係る設計

改修工事に係る補助金

総務課所管

給食の配食等について

指導要録様式

防災食育センター所管



寄附

ライオンズクラブ国際協会
332-A地区より（5/17）

学びの多様化学校、教育支援センター備品



むつ市の
学びの多様化学校の位置付け

Topic 2
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小・中学校

不登校対応の現状イメージ

2026.4.30 不登校支援プログラムⅠ
「センターから見る不登校対応」から引用

校内教育支援センター

教育支援センター

家庭

進学先



むつ市の
多様な学びの場
全体図

少人数なら学べる
自分のペースでゆっくり学ぶ
「学校」に通える喜びを実感

学びの多様化学校

むつ市の
多様な学びの場の保障

不登校対応
の役割明確化

教育支援センター
小・中学校

発達支持的生徒指導の推進
魅力ある学校づくり

「もう一つ」の選択肢としての
多様な学びの場

学校復帰に向けて
エネルギーを蓄える活動

在籍校と連携した支援
教育相談員のアウトリーチ支援

メタバース教育支援センター

誰かと
つながる
きっかけ
づくり

不登校のこどもたちは
心から在籍校で学びたい

こどもの思いを最優先

不登校支援の充実
校内支援センターの環境整備

R8.12.1～新センター運用開始
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未来の自分

「郷土を愛し、高い志を持って
主体的に未来を切り拓く人づくり」

むつ市教育大綱

社会的自立を見据えたベクトル （不登校対応版）

今の自分

むつ市の
学校教育

むつ市のゴール像
「将来の社会的自立」に
向けた多様な学びの場
の提供

発達特性
性に関する問題
愛着に関する問題
多様な家庭環境

全てのこどもについて…健やかな成長
及び発達並びにその自立が図られること
むつ市こどもの笑顔まんなか条例（第３条抜粋）

社会生活
を営む
仕事をもつ



社会人

自分で考え
自分で決めて
自分で行動する

社会生活を営む
仕事をもつ進 路

公立・私立高等学校

全日制・定時制・通信制

普通科・工業科・その他コース
校内教育支援センター

福祉部局との連携
地域のリソース学びの多様化学校

教育支援センター

家庭

むつ市多様な学びの場全体構造図

（不登校対応版）

多様なこどもを包摂・支援する
むつ市不登校支援の「モデル校」

対応・支援の連携

家庭への支援

小・中学校

こどもを真ん中にすえた
安心・安全な
学校の風土づくり

在籍校への学校復帰を目指し
本人のエネルギーをためる場所



学びの多様化学校への
転入学の流れ

Topic 3
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学びの多様化学校

教育支援センター

各学校

保護者面談

転入学までの基本的な流れ

関
係
機
関
と
連
携
し
た

不
登
校
支
援

不登校支援
の実施

本
人
・
保
護
者
と
の
面
談

少人数なら頑張れる

在籍校への学校復帰を
目指した不登校支援

学びの多様化学校への
通学意欲

市
教
委

通
学
意
思
確
認
・
転
入
学
支
援
委
員
会

市
教
委

転学・在籍変更

市教委
主催

学校見学
入学説明

夏季休業
冬季休業
を中心に
学校見学
を実施

校内教育
支援セン
ター整備

(保護者)転学とりやめ

(委員会)許可・不許可

12Ｒ８

関係機関

夏季休業・
冬季休業に

支援委員会を実施



転入学申請の流れ 13

ステップ０ 入学説明会・見学会に参加する

ステップ1 申請書（様式１）を教育委員会に提出
※在籍校と申請があったことを共有

ステップ2 本人と保護者が教育委員会と面談

5月28・29日

6月上旬～

6月～9月

ステップ3 転入学支援委員会で審議 9月

ステップ4 結果通知、転校の手続き 10月



入学説明会・見学会 14ステップ０

５月１日（金）18:30～実施済

入学説明会

日 時

保護者15名参加者

学校概要 転入学の流れ内 容

校舎見学・体験入学会

① 5月28日（木）・29日（金）日 時

校舎見学、活動、面談
１時間程度の内容を想定

内 容

② 8月 ４日（火）～ ６日（木）



校舎見学会 15

日 時

内 容

① 5/28 13:30-14:30 （受付13:00）

② 5/28 15:30-16:30 （受付15:00）

③ 5/29 10:30-11:30 （受付10:00）

④ 5/29 13:30-14:30 （受付13:00）

校舎見学 活動（ゲーム） 面談

場 所

旧奥内小学校

ステップ０

５月１１日案内済



保護者が申請書を学校に提出 16ステップ1

保護者記入欄

本人記入欄

申 請 保護者が入学申請書を学校に提出
学校が転校の意思を把握した状況で進める

様 式 保護者および本人記入欄を設ける

児童生徒の個人情報
通学手段 給食の喫食
本人の現在の状況 学びの多様化学校へ入学を希望し
た理由

転校を希望した理由
この学校でやってみたいこと
配慮してほしいこと

多様なこども・保護者を想定
・手書き
・電子入力
・GoogleFormでの音声入力
などを可能としたい



（例）書字が困難な子への配慮 17ステップ1

様式１ 入力フォーム 様式１を自動作成 教育委員会に
自動送信

→学校に提供

①手書き
↓
②電子入力（様式データ）
↓
③GoogleFormでの入力



学校は申請書＋意見書を市教委に提出 18ステップ1

欠席事由、本人の状況

学校長の意見記入

申 請 保護者から申請書（様式１）を受理

様 式 学校意見欄を設ける

在籍校での支援の様子など

当該児童生徒の意見書（様式２）
を作成

様式１、様式２を市教委へ提出

学びの多様化学校で伸ばせること
本人のよさ 配慮することなどを記載

上記に加え、学校が支援の際
に役立てた資料等を付加して
市教委に提供いただく



教育委員会と教育相談 19ステップ2

申 請 教育委員会は、
申請書（様式１）・意見書（様式２）
を受理

日 時 ６月～９月

学校教育課は、保護者および本人との
面談を調整する

場 所 教育研修センター

【センター活動日】14:00以降

【長期休業期間】終日受付

様式１ 様式２

学校から提出

本日の検討委員会終了後、
校長会および町村教委に
手続きの説明をする



転入学支援委員会 20

目 的 申請があった児童生徒について、不登校の知見を有する
者が介し、転入学が妥当であるか審議する。

期 日 第１回 ９月 むつ市内・むつ市立学校に通学する者

第２回 １１月 上記に加え、区域外の者

構 成 委 員 大平中校長、二田小校長、
田名部中校長、苫生小校長、
教育相談専門官、教育相談員

事務局 学校教育課長
主任指導主事、担当指導主事

ステップ3



保護者への通知 21

通知
転入学支援委員会の判断について、教育長具申後に
教育長名で学校長および保護者に通知する。

スケジュール

学校長あて

様式３－１

以降の手続き

１回目

従来の転学手続（総務課所管）

ステップ4

保護者あて

様式３－２

９月下旬

２回目 １１月上旬

※町村教委への説明、取扱い



校 名 案

Topic 4
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スケジュール

3/2～4/30 学校名・愛称の募集期間

5/18 検討委員会等でヒアリング、候補選定

６/下旬 教育委員会会議で校名案を決定

７月 市長定例記者会見で校名案を発表

９月議会 議会で承認いただく

市民のみなさまには７月にお伝えします

校名募集について

未定（むつ市立○○○小学校・○○○中学校）

愛称（【例】むつ○○○学園）

学校名 学校名と愛称をつけます

応募総数 70（市内49、郡内３、県内11、県外6）



24
別紙参照のこと校名・愛称選考にあたって

個性と多様性の肯定的なとらえ

校名案にこめた願い ３つのメッセージに集約されます

安心できる「居場所」としての学校

未来への可能性

学校のコンセプト「『自分らしさ』をえがくがっこう」との親和性

選考にあたって 設置検討委員会で１案に絞り、教育委員会に提案する

通学する児童生徒、保護者、多くの市民に親しまれる校名

既存の学校名を連想するような校名は適さない

不登校のとらえの違い、ネガティブな要素を含む校名は適さない



むつ市教育委員会事務局

どの子にも
「自分らしく」いられる
多様な学びの場を

む つ 市 H P
学びの多様化学校
設 置 事 業

むつ市教育支援
セ ン タ ー H P


